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　　　　　　　　　　　　結語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　序
　神佛習合に対しては古来神道思想の側力ヽらは榊祇の佛教への隷属を意味するものとして排撃され
て来7こが，佛教の側にも榊佛の習合は部族的,’集團的且つ現実主義的な古代思想との妥協である焉
に，それを受入れるをいさぎよしとしないものがあらわれている．後者は鎌倉時代の新佛教である
禰宗や浄土信仰で，その本地垂注思想に対する態度は否定的にあらずんば消極的であっち．これは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註）
元来現実否定的なそして個人救済思想としての佛教の態度の岡明せられ7こものである．
　しかるに平安以前の佛教は，古代的国家における鋲護国家的宗教の性格を十分脱却する事炉出来
なかっ7こすこめ，古代的な神帆思,想との妥協炉はかられすこ．本地垂述思想の完成は室町時代を待仁な
ければならないが,その基盤は上代に出釆上っているのであって,いねば顕密諸宗において上代佛教
は榊佛習合の発展の上に多かれ少かれ役割を果していると言ってもよいのである．しかし一口に甫
都北嶺と称される上代佛教もその榊佛習合に対するあり方は一律であるとは言えないのであって,･
この事は神佛習合に対して否定的立場をとづすこ次の時代の佛教の成立を考える上においても極めて
意義のある問題であると思われる．この意味において本稿は上代佛教の宗派的傾向を榊佛習合の問
題，特にその発展の上に大きな役割を持つ7’こ八幡信仰を中心として考えて見度いと恵うのである．’
　　（註）新しいものでば，黒田俊雄氏（「史林」36―4「鎌倉佛敬における一向専修と本地垂述」）と宮崎円渥氏Ｏ
　論考（「佛敬史学」３－２「御佛交渉史の一鮒」）がある．
　　　　　　　　　　　　　一
　主題に入る前に後の記述の便宜上;
で置く事にする．
　　本　　論・
石清水八幡宮と俑勒寺
先づ榊佛習合の中心である八幡信仰について俯観図をあ記え
　八幡の紳の起’りは言う迄もなく刳左宮であって，この辞の主榊が奈良時代以来，庶辞天皇として
考えられ了こという事はほ｀ゝζ定脆となって居る（大服徳城氏「寧楽佛敬史論」480頁．史弓帥l誌二十の二所載，
宮地直一氏論文67-68頁，史潮四十八号所載，牛田康夫氏錘文48頁參照）.j金属の榊とする肥後和男博士の説
（「日本榊話研究」320頁）は側面脆にとぺまる．八幡は牛島経営に関係ある武の榊として天平九年四
月新羅無祀の告文をさゝげてより外寇，内乱等に際しては香椎，宗像，住吉等と並んで奉幣を受け
すこ｀．それは国家主義な神祇として伊勢大廟と共に朝廷の尊崇あっく，特に後述する石清水勧読後
は伊勢に次ぐ重要な榊とな･り，皇室の氏辞の様な位置に立つ事になっ7こ（宮地氏前掲論文66―69頁）．
２
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　　　　　　　　　　　　　　　_
　宇佐八幔は貞観二年大安寺の行獣によつて石清水に勧請されすこ．朝野群載巻ナ六所牧，貞観五年
正月十一日の行敦肥文および天永四年石清水八幡宮諧国寺から興謳寺への牒耽に‘よると，行敦が貞
観元年四.月，宇佐八幡に参秤して，婁は大宋敦を読み，夜は筒言密敦を誦し7こ所，七月十五日の夜
大菩藤があらわれ行敦に敦示して目く，われ都に近く坐ぞ移し国家を鋼護すべしと言つ7こ．よつて
同年九月，宮をつくり，二年紳を石清水に移し奉つ7こどいう事が見えて居る．叉八幡の大紳が宇佐
から都に向う途中，葉師寺の岡に休んだので寛平年中，葉師寺別当葉紹炉件の岡に八幡を勧請して
儒守となし（桑師寺八幡宮縁起及び石清水八幡宮記録三，緑事抄一大F!本史料一の二，49順)，犬安寺も斉衡二
年．八幡宮を以つて鍋守とし7こと侍えられる・(七大寺巡礼記)．その他起源は不明であるが西大寺にも
八幡宮炉あり‘(同J)．東大寺も東大寺要録（回2）や東大寺八幡験記（大日本史料回の五，457頁）によると
天平二十年，盈武天皇が宇佐より勣請して鎖座（今の手向山八幡）せしめ仁とある．これは俄に信ぜ
られぬとしても，長治元年七月二十日，東犬寺八牲宮司から同寺別当勝受への上啓（東大寺交書一同Ｅ
の七，626頁2）があり，又天永二年九月四日の東犬寺解（同Ξのナニ,／５頁）にも鎚守八幔の名が見える
から，これも相当早い時期に鎬座し仁ものと思われる.　,
　　　　　　　　　　　聯佛習合より見7こる上代佛数の宗派的性格（伊野部）　　　　　　　３
の禰勒寺（夫子以前－霊異記，下の三十），豊前（宇佐）の弼勒寺（後温）の外，力11賀（三代実録,.元慶八，十
二，十六），山城（土佐國古詮類聚‐大日本史料一の四, 350頁），伊像（類聚國史百八十，天長五，十，三）に顛
.勒寺炉あり，その或ものは起源不明であるが大部分は奈良時代よりのものと考えられる．
　この中，豊前の顛勒辱は石清水文書（二丿所牧，宇佐八幡宮顛勒寺建立縁起（承和十一年）によ,る
と榊亀二年の創立とあるが正史には脱日本紀に天平十三年四月甲戌，八幡宮に三重の塔をつくらし
め北とあるの炉その最初で，榊詣景雲元年九月乙丑，八幡比売榊宮寺をつくるとあるのは禰勒寺を
.榊宮寺とし尤ものとされている（吉田東伍「Ｈ本丿也名辞典」參照）．この寺を顛勒寺というのは正史には
三代格，天長七年七月十一日の官符に見えるのが初出である炉縁起には最初からその名があっ了こ撮
に見えている．脱臼本紀天長十年十月二十八日の条に八幡大菩薩の告げによって，･天長年間太宰府
に仰せて一切経を寫さしめすこのを豊前の顛勒寺と高尾の榊腹寺に安置しすこ事が見え，久寛平元年十
二月二十六日宇佐八幡の行事四ナ九箇条（石清水文書五，宮寺緑事抄，宇佐紬を定め仁中に倆勒寺の僣
の勤務事項を規定している．石清水と豊前の顛勒寺との関係は貞観十七年三月二十八日，石清水別
当安宗を太宰府弼勒寺（太宰府管内の禰勒寺）に泣し一切経を安置しすこ（三代実録）のが最初である．
次いで石清水別当光清（保延三年歿）の時に顛勒寺を･石清水に付嘱し仁（曾絹補任抄出）．石清水の
管（別琵）にしで宇佐州勒寺の講師となり或はその桧校を兼ね仁者は行数（紀氏系図及び血脈順集記一犬
日本史料一の三, 705,709頁）以後勝清（保元二，十，六官符－石清文書二, 612号J）迄に筆者の見北範囲でも十
二人を数える．なお平安時代，石清水以ﾀﾄの者で弼勒寺の講師となっ仁者は永保元年十月二十日，
朝廷炉刳左弼勒寺の塔供養をいこ時，園城寺の禎範が導師となっ赳立のものである（扶桑略記）.
‥貞観十六年閏四月二十五日（三代格，三代実録），仁王経を国毎に頒っ仁時，別に下野の薬師寺と筑
前観世音寺及び豊前の顛勒寺に＝-部づゝ安置し記事炉あJ），又仁壽三年五月壬寅（文徳実録），太宰・
府に詔して観世音寺，弼勒寺cm｡香椎廟,･国分寺等で大般若経を読ましめて居る所から見る
　と，この寺は観世音寺や薬師寺と共に律令政府の佛数政策の上で重要な存在としてあっすこ事がう力ヽ
　炉われるのである.
　　（註）四王院は太宰府の四王寺（山門堂舎記の四王院とは別）であろう．政事要略（五十六）所収，延長八年，
　　太政官牒には賓亀五年の創建となうてﾉ討，この年配言,天台二宗から四王寺の四信を択補せしめる事とした．
Ｉ八幡榊と顛勒寺との関係は豊前の弼勒寺に限らない．石清水八幡宮，堂塔建立次第一（石清水文書二．
　　　　　　　　11　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a117号）及び石清氏八幡宮護国寺言上状（同H8号）によると石清水護国寺は草創不明で大菩薩遷座以
前からあっ7こものとなって居るが,前者にはこり）寺にっいで「勝尾寺御鉢奉居之云々,本尊薬師如来
白檀賦」とあるが．この勝尾寺は勝尾山州勒寺であろうからにそれと石清水護国寺との関係が早く
からあっ北という事も考えられる;拾遺往生傅「開成」の条に開成が天平紳護元年，勝尾山に上っ
て出家する前，夢に八幡大菩薩が俗鉢を以ってあらわれ，金丸を献じず二．久その後,‘’信濃諏訪南宮
が大菩薩の使としてあらわれ白鷺池の水をいこらしすこので，その水で経文を寫し道場を建てヽ･,安置
し，弼勒の出世を期し仁故に顛勒寺と名づけ7ことあるのは，宇佐八幡宮鰯
二）に天平九年の八幡の榊の発願に「吾当来導師顛勒尊乎」と言っ7ことあるのと同じく顛勒寺という
名を説明する篤の話であるとしても，顛勒寺という名は顛勒信仰と関係炉あり，又八幡信仰･とも何等
かの因縁があるのではないかと思われる･.鎌倉時代ではあるが建保五年正月二十七日,石清水別当宗
清が十五箇条の願文（石清水文書ご，所仏宗廠捨）を八曙宮におさめて居るが，その第九条犀山中
に顛勒堂を建立すべしというjのがある．その故は延喜二十一年の託宣に薬師,観音,顛勒を以って我
‘本尊となし堂をつくり．,この三尊を安置すぺしとあっちから’で，薬師堂は既にめり．,観音堂は師管
道清の願によって建てる事になって居る．そこで自分は州
事が見えて居る．對肌観音は現世利益的信仰の対象となって居る炉，顛勒も亦その性質上，阿頭
陀信仰と異なり地上性の強いものであり（高知大学研究報告二の二丿Ｅと二子五拙稿各嘸），・その点で，
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石清水八幡にぉける信仰刻象としてふさゎしいものがあつ7こ事が考え.られる.
　　　　　　　　　　　　　　二．紳佛習合と法疹信仰
・
　　　　　　　　　　榊弗習合より見7こる上代　敦の宗派的性格（伊野部）　　　　　　　　５
てこの二つは紳佛習合思想史の上に於いて異っ7こ系列にあるという事を次の如き諸列によって暁力
れて居る．
１
２
３
４
５
６
７
養老年中
天平宝字七年
宝亀年中
貞観三年
貞観五年
貞観七年
貞観十六年
若狭国比古神
伊勢国多炭大神
近江国陀我大神
八幔大菩藤
　　　同
近江国臭嶋神
一切神祇
「亙」沖身－，苦悩甚深」（類聚国史,百八十,天長六,三汁六」）
「永場。離ｚ紳身－，欲以
「場。睨工斯身－，（中略）場。我読工法華経－」（霊異記,下の二
　付句
「使７八幡大菩薩得巾解脱上」（三代実録，貞匍三，正，二十一）
「奉工場大菩薩成等正受－，蒙場工鋼護国家-，（中略）欲,･
　奉．書二宮一切経－」（聊野辞彙十六）
「雖。云二紳霊一未。脱工荒縄心願次二佛カー堆」或勝一
　擁二護国家－」（三代実録，貞蜘ぞ四，二）　、
「倶脱二苦業-」（同十六，三，二十三）
　以上の中4,5,7は榊自身からの榊道離腕の願求ではなかっiこものとして田村氏は別に取扱って
居られるが結局榊の要求は人の要求で，その他のものと間には唯中央地方の区別があるだけであ
る．なおその外に同類の事例を挙げれば次の如きものがあろう．
１
２
３
４
５
６
７
８
霊亀元年
天平紳謹頃
弘仁五年
　　同
弘仁九年
弘仁年間
貞'観三年
仁和三年
越前国気比紳
宇佐八幡
　　同
豊前国賀春紳
一切天紳地祇
丹生，高野両紳
一切紳祇
石清水八幡其他
「我因二宿業一場。御久，今欲。帰二依佛選一」（武智暦際）
「皆得解脱苦衆生」（拾遺往生潭「開成」灸及び石清水文書五「八幡
　号事」一大日本古文書22負j）
「我不。聞二法晋一康二歳月－，幸値工遇和上一得。聞二正
　敦-」（叡山大師廓
「幸泳工大悲之順侮-，早救ｚ業選之苦患-，我当７場z求
　法功一，麦夜守護上」（同）
「令工離苦得業-」（一心成文上，弘仁九，四，二十六）
「幸遇工聖人一途工宿順一（中略），願建工立佃要一引」
　等一階則吾等場工護法御－，永以護持」（平安遺文431号官符）
「救工済御籤-，早暁」
　実録，貞胸竺，三，十四）
「今。往z生極業浄土－」（大安寺安宗奏言ー石清水文書五）
　以上の中.2,5.7は榊自身の要求による修法ではないが，３の八幡の場合は明らかに紳自身
の願炉表明されて居る．なおその外，康和元年二月二十七日，太宰府権帥大江匡房炉冊六人を字佐
の山に置き法華三味を修め，八幡の榊の法楽を所らしめ（石清水八幡宮記録三，「緑事抄」―大日本史料三
の五, 317頁）同年十二月二十九日，法華経を宇佐に於いて供養す可きを議し受献｀（圓城寺）を派遺し
すこ（本朝世紀，同日条，中右記，康和二，正，七J）のも同じ目的によるものである．
　以上によって見ると，同じ八幡の紳でも平安初期より佛法によって苦を腕せんとする傾向があら
われて居!），時代が下る程，この傾向が強くなって来て居るので．ついに榊の極楽往生の埓の極
楽寺の建立C8）ともなるのである．要するに田村氏の言わ,れる古代国家に直接関係ある紳々で
も．時代と共に古代国I家の榊としての性格を失っで行く事を意味するも‘のとな･るであろうご古事
談（五）の勢多尼の条に,も賀茂大明紳は禰陀念佛を好むという事が見えて居る．筆者は田村氏の言
う榊の二つの不列を認めるか否かについては;　これだけでは俄に結論を下し得ないが，ともかく
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・紳々が佛法によ,つて苦を離脆するというのは,．紳祗の複威の否定としての反古代的思想であり,
ヵらる佛法を以つて紳の救済者とする思想の徹底の上には紳佛習合は成立しない．紳佛習合はどこ
迄も紳との妥協であり，現象としての紳を本体としての佛と同－の位盈に引上げる事によつて完成
するものである，事は後に逍べる.　　　　　　　　　　　,
　田村氏によれば経典の中で六国史を通じて最も多く読まれているのは大般若経であるが，それは
般若の吠術力が崇りや物怪に対して効駿を発輝する事が国土を安寧にし人民を擁護する目的にかな
うからであつ7こ．金光明経や仁王経も同じく崇りや物怪等の災異を除くを目的として読まれ7こもの
である．しかるに法華経は罪障消滅の功徳を有するものであり（田朽氏前福論ヌニ45－46貝)，提つて
そこには最勝王経や仁王経の様な諧国思想の顕著なものは見られない（火ほ徒城氏「泰察俳敬郊劉１75
貞忿照)．その滅罪的功徳はさきにあげ7こ宝亀年申の陀我大紳や弘仁五年の宇佐八幡と賀春の紳の7こ
めの法華読踊の例があげられ，又大同五年七月，崇道天皇（早良親王）の仁めに川原寺にて法筰経一
部を寫し7こ事（類聚國吏二７）の外，後に述べる死者の冥謳の埓に読まれ或ぱ惧養されすこ事．が多い
のによつても知られる.
　法華経は既に辺徳太子によつて，その註疏を見すこのであるが，奈良時代には法疹寺や国分尼寺等
において読まれ7こ如く，律今国家の立場からすれば，最勝王経等の様な諧国の経典叫比して専ら個
人の罪障消滅の協の法華経は第二義的存在であつすこ．然るに奈良時代より僣侶がいわり)・る国家佛敦
における国家への奉仕の埓の吠術的行兪こあｙ二らす，佛敦そのものｙ栗みに沈潜し・ようとする傾
向があらわれて居る様である．這融や玄賓に見られる如‘く僣侶炉世俗的立場をのがれんとする傾向
紳佛習合より見7こる上代佛靴の宗派的性格（ｲ尹野部） Ｚ
（中略:）早験と子弟之栄華－，今生之願望已満，来世之妙果宜．期」とあり，更に「朝暮所．営者，‘
讃二佛乗一之業，官邸所．繋者，生二極衆-.之望」と記して居る．’鎌倉時代の例であるが百錬抄，
貞永元年正月二針二,日の条に天皇炉はじめて法華経を受けしめ給う事について「密宗之大頗不便之
由,世以言．之」という事炉見えて居るのによっても，それが現世的の信仰と対立関係に置かれて居
7こ事が知られる．而して法華経による罪障消滅／
　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●（註二j）
力らる法華一乗より阿俑陀信仰への発展の上に最も大きな役割を果しすこ教図は言う迄も刄く叡山の
佛戦である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　”（註－）死者の埓に法華経が読まれた逍長以前の顕普な例としては次の場合がある．
　　淳和天皇（続F!本後紀，承和十四，七，壬申）
　　文徳天皇（三代実録，貞観元，八，二十一及び同十，二,.十八，元慶五，十一，二十六）
　　淳和皇太后（三代実録，貞観二，五，十一）
　　光孝天皇（日本紀略，延喜元，八，二十Ξ，仁和四，八，二十七，寛子元，九，二十四，扶桑略記,寛子元，九，
　　　十五，花鳥余情，九‐大日本史料一の一, 210頁）
　　　醒酬皇太后（扶桑略記,本朝文悴十三,天暦九,正,四及び鄙文集二,天暦八,八，一－大Ｈ本史料一の十, 157頁）
　　　円融天皇（御堂関白記，長保六，二，十,六，小右記，冤弘二，二，十二）
　　　東三条院，藤原詮子（御堂関白記，日本紀略，百錬抄，晃弘元，五，十九）
　　　一条天皇（御堂関白記，小右記，長和二，六，二十二）
　　　籐原競家妻（日本紀略，小右記，正暦元，十二，八）
　　’噌皇太后，藤原胤子（Ｈ本紀略，延喜三，八，五及び延長八，三，二十八）　　　　　　　　　　　　　・
　　　藤原値家（御堂関白記，長保六，六，二十七，寛弘二.六，二十八，小右記，寛弘八，七，二2）
　　　電明親王妻（本羽文節十政.天変八，三，五）　　　　　’●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’‘
　　（注二）法華信印こよ９て極揚往生をした例としては叡山の延皮（続拾遺往生傅λ同じく深静，延叡（往生極擬
　　　記「廣道」条），同じく変Ｈ（拾遺往生際），同じく仙命（同J），鼠言の無空（法華毅記，往生極揚記，今昔物
　　　語十四の十五，元亨騨舎九），薩摩の沙門某（法華験記），持経者正範（拾遺往生m).藤原義孝（往生極楽記，
　　　法華験記），源雅通（同），高階良臣（往生極楽記，扶桑略記’，天元三，七，五），屈河天皇ぐ原暦，中右記，嘉
　　　承二，七，十九），藤原滋子（江都督納言頓文集二，康和四，十一，九）,尼某（同五，寛治五，二，二十J）,上東
　　　門院璋子（Ｈ本紀略√長元八，三，二十五），ｍ明親王（本朝文節十四，天変八，三，五），越智盆躬（往生極巣
　　　記）等があげられよう．而して法華信仰と浄土信仰との結合の代表的なも.のは叡山の念佛結此勧学会であクた
　　　（「思想」290号所載，井上光貞氏「往生要集の戊立」參照）．　　　　　　・，
　　　　因に法華経による個勒浄土への往生は法華験記の道栄，相肥，修覚，円善，壬生良門，藤原仲泣等があるが，
　　　この中，相胞は往生極揚記には極揚往生になクて居る．
　　　　　　　　　　　　　　　　三●紳佛習合における宗派的傾向　　　　　　　　　　　　一
剛　初期天台教国　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丿
’元来初期天台教團は最澄の人格的影響を受けて，地方民開吐会への弘通著しきものがめつ7こ炉，
最初は1院の建立や所禧等においては皇室も貴族も所助的な具言が狽占の傾向にあうすこ．然し崔原
基経が天台寺院の極楽寺（石清水ものとは別一菅家文草九，昌泰二年，時子奏上及び大鏡「道長」条）を建立
してから／天台は藤原氏の外護を受け尊意の時代（朱雀天皇の頃）以後，’皇室へも進出しその勢，具
言を圧するに到つ乙力へる貴族吐会における進出は，勿論円仁以後力天台宗め密教化といら事と９
も関係して居る炉，同時にこの時代は天台において常行三味が盛んになる時価あb‘ . 藤原氏その他
の貴族社会炉天台に赴い7このは彼等炉，-’現世の篤の呪術的所祷の外に，自己の’精紳的救済を法語経
信仰や念佛に求めるに到つ7こからである．而して天台救国における御佛習合も亦，次に述べる如く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●　　　　　■■　　●●中法華経による.もので，それ犀よる御の迷いをとくとい.う面においてあらわれて居る様であるご最澄
炉唐から帰つ7こ後，渡海の願を解゛く篤，弘仁五年;宇佐八幡の篤に榊宮寺（個勒寺）において法華
経を講じ仁時，大神の託宣め,り「我不．.聞い
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とてこれを謝し法衣を授けられ七（叡山大師傅j）.又同年最澄は賀春の御宮寺でも法華経を講じ渡海
の時の榊恩を謝し仁．賀春の紳は豊前国田河郡にあり，辛国息長大姫その他をまつる（続日本ms.
承和四，十二，庚子）｀／最澄がこの祀に法華院（御宮寺）を建て法華経を講じすこ時，夢に榊あらわれて
「伏乞二和上一幸冰エ･大悲之願海一早救二支道之苦患-」と言う7こというス同）．これ等法華経によ
る御の滅罪救済は貞観八年二月I七日（十六H),勅にょり中前において金剛般若経と般若心経を読む
事について，それが「謝二時怒一,鼓厭ｚ兵疫－」「三代実録」とか［謝二榊心-，消ｚ伏兵疫－］（同〉
.とある様な呪術的なものとは対照を示して居る．弘仁三年，光定は金峰山に上ｂ明御の埓に法華
経を講じ7こ（一心戒文，上）．金峰山,草創記（大日本史料三の六, 714頁）によると，この山.には法華問答
講あり傅敦大師に対する報恩の埓にこれを行うとある．円珍も貞観十七年，十八名跡の焉に法華経
を講じ7ことも傅えられるべ智詮大師年罷トた日本史料一の一, 616頁）．今鏡（すべ.らぎの中の巻「たむけ」）
に「ひえの明榊は法華経守り給御におはします」（國史大系本）･とあるのは後の記載としても，天台宗
における御祇との関係が何よりも法華経によってはじめられ7こ事を示すものである．
　以上の様に天台宗では，その榊紙と’の交渉は法華経によって御の迷いをと･くという意味において
はじめられfこが,その佛主榊従的立場から御佛習合に対する態度は寧ろ消極的であっ勁.比叡の山に
は早くから素壽鳴奪の系統の大山咋命が鎮座し,天智天皇の御代,大和の大三輪から大物主を迎えて
御社を建て前者を小比叡,後者を大比叡といハ両者を合せて山王と称するが（辻善之助博士「Ｈ本佛散
史」上世jfS 448―9頁參照），最澄炉此等の榊を祭り叡山の鎮守とレこという事には確かな毘嬢はない
（同）．円仁は承和六年，唐から帰る途中,.登州の赤山で過し仁時，この山の榊の加護を所り帰朝の
後，榊の焉に禰院を建てん事を誓っ7こが果さず，遺言によって仁和四年成就し7こという（慈寛大師
傅，入唐求法游L後記）炉，この事は事実としても，それも鎮守とは関係はない．古今著聞集（一）に円
仁の建て7こ住吉神宮寺があるが，これは事実であるか疑わしい．貞観元年八月二十八日,急亮の奏請
によって延暦寺に慶者二人を加え，一人を春日の榊の侭に，一人を賀茂御の篤に得度せしめる事を
許されて居る炉，その奏請に「皇受導．物，且実且複，大士垂述，或王或榊，副囮聖王治．国,必
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
頼二榊明之冥助」（三代実録）の言葉が見.られるが，これは円仁の座主時代であるが．そこには未だ
日古杜を鎮守とする事は見られない（日吉此到
　以上によっても知られ名様に，初期天台鞠團においては榊紙との関係は法華経を媒介とし，榊の
迷を絶つと,いう意味において行はれ，その榊佛の習合は必ずし.も積極的なものではなかっずこ．而し
て天台宗における御佛習合，例えば鎮守榊に関する明確な事実は円珍の時代からである．今それに
ついて述べる前に一息，南都佛敦及び偉言宗について見て見る．
（ロ）南都佛教及び偉言宗
　御佛習合思想は，既述の如く奈良時代より御が佛法を喜び，これを守護するとい･う御紙帰佛思想
の発展を見せて居り，特に石清水八幡遷座後は／八幡大菩薩の信仰を軸として展開する．而して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　’　　●石清水は，大安寺法相宗（血脈抄－大日本史料一の三, 705頁）の行敦によって創められfこもので，そ
れは南都佛教の一環.としてあらわれ仁ものであり，従って八幡信仰と南都との関係は密接なもの
があっ了こ．･先づ石清水との政治的な関係は，行靫以後も石清水別当安宗は大安寺僣であり（極楽寺
縁起－石清水文書五，宮寺紹涯抄十三y.同じく永観は東大寺三論宗（東大寺別当次軋諸嗣宗賑記，八幡宮祠官
井俗別当等系図一大日本史料三の十二, 114頁），定胤は東大寺偉観の弟子（右清水祠官系図一同,一心七, 492頁），
清緊は海印寺（華訟，気言:）の喜遍の弟子（石清水八幡宮記録二十九一同，一の八, 438頁）であっ7こ．嘉承
元年三月八日，白河法皇炉興謳寺の冊侶をして法華八講を石清水で行わしめ7こ事がある（中右記）．
　以上の様な政治的関係に平行しで石清水八幡の垂述思想は南都諸宗に影響を具え7こ．薬師寺や大
安寺（東大寺等における鎮守としての八幡勧請は既に述べすこが，天永四年四月，興扁寺の大衆から
石清水への牒状（朝野群載ｔ六jにも大安寺本宮と石清水とは同じく八幡大菩薩の垂迦であり．共に
　　　　　　　　　　御佛習合より見ｔる上代佛教の宗派的性格（伊野部）　　　　　　　　９
　　　　　　　　　　一
法相宗によって居ると言って相共に御輿を擁して上洛すん事を.すｙめて居るのに対し，同月十八
日，石清水八幡宮護国寺から興備寺への返牒（同J）には石清水は元来何宗にも属せす，檜侶は天
台，法相の二宗を学んで居ると言ってこれを拒絶して居る√これは天仁二年五月九日，延暦寺噌徒
の訴により興備寺の末寺である清水寺の別当定深を流罪に処し7こ事（殿暦，百錬抄）に関する延暦，
興謳両寺の争によるものであるが，これによって見ると，元来南都系統よｊ）涙生し，又次に述べる
如く流言宗とも密接な関係に置かれ7こ石清水にも，当時詠原氏の外護を得7こ天台宗の勢力が次第に
及んで居る事がうカベわれるのであるが，然し後述する｀様にその前.々力哺叡山と石清水とは地方荘
園をめぐっで対立的状態に置かれ7このであって，この石清水の返書は寧ろこの時，辰山との紛争に
まきこまれるのを防炉んとするものに過ぎなかっ7こであろう．
　南都佛教において護国の経典とされる金光明最勝王経には佛法栄える国は諸天善御来ってこれを
守護するという事炉脆かれて居るから，そこには佛法以外の諸御との関係が聞かれて居り，この事
は上に述べすこ石清水との関係の外にも．南都佛敬と榊佛習合との密接な関係のよって来すこる所以で
あっ了こ．例えば春日,の御は法相宗を擁護するという思想（脊Ｈ指現咎記）は金光明経や金光明最勝
王経に見える印度の天人や御々炉佛法を擁護するという思想の影響を受けて居るものと思われる
（大嵐徳城氏前掲著509頁參照). /!/>->る紳祗思想との妾協は御祇思想をのものヽり寺っ古代的氏族的精神
の影響となt），興備寺は祗別けこる春日の御によって藤原氏と強く結びっけられるに到るのである．
カハる春日御一興幅寺の習合の完結を示すものが春日曼陀羅である（この諏こついては後に述べ幻．
而して管見の範囲におけるその初出は長寛元年十一月興備寺の僧綱等の奏上（興循寺叢書ニー大日本
佛数全轡）で，その中にも「右篤ユ寺僧一之者，内仰二大明神-，勝二於日月－，外情二長者－，超二
於父母一是則大明榊者，篤．護二慈氏遺敬一，乖．垂ユ霊跡於此処-，長昔者鴛．憶こ1春日本誓-，
不丿し住侶於余大（画人恐寺）一之故也，（中略）而到二慈氏三会暁-，紳明媚悦,而尽1周公萬代
　　　　　　　　　　一
之氏一矣」と言い更に「春日大明榊,･垂」
護持而道栄」と述べて居り，F庶和之宗論姓恩受奏状」（興循寺叢書ニー人Ｈ本.佛数全書）には弾勒よｂ
傅わる法相の天台にまされるを述べ7二中に「紳護景雲比鹿嶋風通ユ三笠一以来，崇ユ法相一護こ持
国土－，政南山風静，北同流久，偏是庖理深奥之力，桶現垂跡之助也」とあるのも南都法相におけ
る春日の御（藤原氏の氏紳としての）の威力を物語って居る．因に春日の榊が菩薩号を要求し仁事にっ
いては承平で年，興備寺の勝円及び天台の千良にその託宣がめつにという事が春日榛現験記（大日
本艮料一の七, 168頁）に見えて居るが，これは鎌倉時代にっくられすこ話であろう．
　東大寺について見ると東大寺絲起に天平十四年ト一月十五日，橘諸兄を伊勢に道いこ時，天皇の
夢に王女あらわれ「我朝者榊国也，尤可領仰明榊，月（目力）輪者大日，大地者咀色那佛，我是天
照大神則日□（輸力）也」（続群書順従本）と言っ7こという．これも恐らく鋒倉時代迄に出未了こ話であ
ろう炉，こヽゝでも佛を尊ぶ事は御を敬う事であり，それ’に御国思想炉からみ合って居る．
　その他南都関係の寺では既述の様に天暦六年，大和の久米寺に天満宮を祭り，又長谷寺（正暦年中
迄東大寺の末寺一東大寺要録六）にも天慶九年,天満宮が建てり竹二（諸寺縁起集一大日本史料二の八, 870頁）．
僧侶では宝亀年中，大安寺恵勝への陀我大御の託宣,（霊異記，下の二十四，一本文５頁＆照）をはじめと
して延暦十三年三月五日少僧都,等定を宇佐や筑前,宗像，肥後（阿蘇か）に遣して読経せし醜縛の
埓に七人を度しｱこ事（頓聚國史，百八十七），貞観年間゛の元興寺僧，賢和と奥嶋御との関係（三f’こ実録，
貞観七，四，二，賢和の上奏文一本文５頁參照）等炉あげられよう．
　次に南都と親交関係にあっ7こ流言も亦，石清水と密接な関係に置かれ仁その石清水との関係は
さきの天永四年四月十八日の石清水護国寺の牒状（朝野群載十六）に，天安二年參，勅によって檜侶を
宇佐へ派遣するにっりて，大冊都其雅（東寺）’が大安寺の行敬を推薦いことあるのが初めである．
’（侃雅は外に大安寺及び行数との関係のあうた史料を見ない．）次に寛手八年,･東寺の益信は石清水嶮
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校を象ね7こ（東寺長者補任，血脈類集記ニー大日本史料一の三, 709頁，石清水文書五，緑事抄一同，－の二, 373
頁）のは彼炉紀氏で行教の弟であつ友ﾆからでもあろう（血脈類集記二，糸己氏系図，師資相承血肌血肌抄一
同，一の三, 705- 9頁，東寺長者稲任，元亨霖書ﾐ）．益信以後屑言宗で石清水別当に補せられすこ者には醍
醐寺の幡朗（石清水祠官系図一同，一の二, 774頁），東寺の慶球（石清水祠官系図一同，三のS, 271頁j〉や
大安寺の勝清（公言‐大治二年官符，石清水文書二，608剔）がある．その外，最初の別当安宗は頁済の
弟子とも言われ（紀氏系図一同，一の一, 24―25頁），貞延は益信の弟子であり（石清水祠官系図一同一の
九, 781頁）．観康は貞観寺の斉教の弟子（同二の三, 646頁），聖清は泰舜（公言，元興寺2〉の弟子゛（同二の
七, 7ioja.)である．寛治六年九月十二日の石清水八講以前に既にF八講差二筒言宗僣一事」と定め
られて居る（石清水文書五，日吉託宣井二十二赴宣命－大日本古文書I65M).永長元年六月二十四日，上皇は
頼球（仁和竃）をして大般若経一部を石清水において供養せしめ（中右記J），天永三年二月十七日，朝
廷炉石清水多宝塔の供養をし心寺の導師は寛助であつ怒（同). m倉時代には建久七年，石清水護国
寺の本球薬師佛供養の時の導師は東寺の印性であつ7こ（菊大路文書八所収，善法寺家庫記―大日本史料四
の六, 256頁）．あつく賀言に帰依し7こ敦実親王は康和四年三月二日，石清水八幡の御鉢を造立し．
　　　　　　　　　　　　　　　　　●（註J）
石清水の十ヶ炭大節を創め（石清水八幡宮記録，六と十一同，一の十一, 876―9頁），文治五年には石清水
別当該清は高野山に隨心院を立て7二（菊大路文書，成翁筆「鳥野山隨心院佛閣借坊等事」一同，四の五，補
遺部８頁）．彼が石清水を退き高野山に住んド事は.古事談（幻にも宛える．
　　（註j）倣実親王（宇多皇子）は天暦四年出家，法名覚ａといｙ仁和寺に住む（本朝皇胤紹巡録，大鏡「這長」条」）
　八幡勧請については延喜年中敦笑親王は勧修寺に八幡を祭り（附葉集一大Ｈ本財4,一の五, 405の，
榊誕寺薔記によると御腹寺にも八幡大菩薩（起源不明）炉あり，又吉永二十六年七月の東寺中状（東寺‘
百合文書一，「い」の22」）によると東寺の八幡は嵯峨天皇炉惑海とはかつて立願する所とある．因に東
寺八幡史料の上限は管見では建長四年（同，「よ」匯長四，八，十七，聖宴中状）である．
　八幡が冊形をとる事は南都佛教（葵師寺，東大寺）の範囲及び平安佛教では偉言密教において見ら
れるが，両者においで僣形八幡は同じ様式である･（人低徊威氏前掲if 484- 6頁參照）．八幡大菩薩を冊
侶の形で表現する様式の起源は不明であるが，室海がえ炉い7こと傅えられる八幡が鎌倉時代に鳥羽
の勝光院にあつ7こという事，及びそれを石清水別当成清炉石清水に安置せんとし7二事が榊護寺文書
の文受消息（大Ｈ本史料,四の五, 459頁）に見えで居る．又御護寺文書のF高雄山榊護寺規模殊勝之条
々」（同465頁）というのに「承平実録帳云，八幡大菩藤像一舗云々（大師御筆，大師濃店之時，船中有影
向，影像互令写之給，号互焉御彫是也）」とあるのによると承平年中，空海がつくつ記菩讐に関する傅
脱があつ7こことが知られる．八幡本地炉阿弧陀であることについてはさきに述べ7こが，八幡の御が
往.々地蔵の姿をして居るのは密教の俑陀地蔵一致脱力呵来7こものであるとの脱もある（大屋徳城氏前
掲著495－６頁參照）．春日の御の本地は春日標現験記によると地蔵菩薩であり，春日曼陀羅とは春日
計に祭られる御と本地佛との関係を密激の曼陀羅の形であらわしけこものである（同506頁＆照）．この
事は密教が地蔵を通して阿禰陀に及んだ事を示すものであるとずれば，八幡一頭陀脱も天台から派
生し7こ浄土思想の影響によるものではないとも考えられる．極塑寺の御鉢も鎌倉時代の宮寺絲事
抄（十四）によると俗体女形であつfこ事が見えて居る（大Ｈ本史料一の一，27頁）か’ら，それも習合さ
れ7こ頭陀の形である．要するに平安時代以後の南都の佛戦が東珊の影響を受ける所大きかつすこ（大
詣徳城氏前掲著■455―468頁）のによるものであろう．仁和寺の本尊は弼陀で頭陀は八幡大菩薩の化身と
言われた（仁和寺堂院記，本嬰記，大Ｈ本史料，一の一, 123―4頁）Iが，この蝿陀も矢張り石清水の本地と
同じものであろうし，其言と八幡信仰との密接な関係を示すものと思われる．而して力うる筒言密
激と榊佛習合との関係は又次に述べる如く，前者の即身該佛義によるものであつ仁
　　（註）建久八年東大寺の三綱等が鳥羽院の賓蔵，腸光明院の所蔵する空海作，八幡画倣を東大寺八幡の御紳体と
　　なさん事を餉うて居る（東寺文書，建久八，八，十七上奏文一大日本抑掴篇，補遺部303頁）が，それに反対
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　　した紳護寺の上奏（同306頁肩こは，この画限はも.と紳護寺にあつたという事が見えて居る．
　穏本朝往生傅，愛宕山貫禄の条に「生身の佛を見奉る」には1「石清水に参るべし訟F生身佛は即
’も是れ八幡大菩薩なり」（原文漢文√群密垣従）という事が見える．しかるに貞態二年七月及び八月の
園城寺衆徒の奏上に「園城寺者丿生身禰勒遊化之霊窟（砺）」（寺門高信記六，及び三井続燈記八一大日本史．
料五の二，36頁j）とあり，寺徳集にも「本佛生身偏勒事」（続群書類従）の条があり，弘鐙口脆には「寛
朝（公言宗一筆者j）パ生身ノ倫都卒二上天セラルルナリ云･々」（続群書類従）とある．ごの事は室海
が生身の俊，高野山奥院で価勒の出世を待つという摺（辻氏前掲著604頁參到と共に生身佛の思想
と禰勒信仰との関連を示している．而して宮寺縁事抄十四（石清水文書五）の第三条に「弘法大師者
極ｆ貫言密教於漢土-，穎二即身成佛之毘於我朝－」（大日本古文If 135頁）と脆いて居る「即身成佛」の
思想は「生身佛」と通するもの炉あり，又上の生身佛一価勒の思想が其言密教に取上げられて居る
事を思うならば，そこに紳佛習合，弼勒信仰，貫言密教の三者のF生身佛」思想を軸とする一体的
関係を考えしめる．筆者はさきに貫言宗における顛勒信仰の原因を南都法相宗の影響や密教の現世
的性格の中に求め7こが（前掲拙稿參照），この現世的性格とは現世利盆的意味の外に，上に述べ7こ生
身佛思想炉ある事を否定する事炉出来ない．石清水別当成清の宮寺緑事抄十四,第三条に「騨門云，
於二御鉢一立二浅深不同一云，大榊比義之前所二現給一之御鉢三歳小児，篤二開成皇子一所ｚ現
給一之俗形御鉢，貧二弘法大師一所二現給一之僧形御鉢，以二此等一皆篤二浅御鉢一云々」という
のを批判して「私難云（中略）大師（空海にあらわれ叱信形八幡2）佛陀化現，和樹（開成にあらわれた俗体八
幡）佛陀化現，彦速之恭又共人鉢也，於ユ所現御鉢一何論二浅深不同一乎」と述べているが，これ
は八幡の榊炉最初欽明天皇の御代，宇佐郡の大榊比義と･いう鍛治の翁の前にあらわれすこ時に三才の
童兄の姿を取っ?こ事（石清水文書五，宮寺縁事抄一一大Ｈ本古文書，２頁及び石清水八幡宮記仮研収「八幡縁起」
一大Ｈ本史料三の十一, 83―84頁）と開成和樹（文武天皇皇子j）にあらわれ7こ時の俗体（勝尾寺縁起及び，拾
泣往生席「開成」条）と室海の前の賛限臼=れはさ刮こ述べた空際が借形八幡をクくクたという言陣えによるも
りである）の開には軽重はないという事，及び引いては本体すこる佛と垂速了こる榊との間にも本質的
相這鄭重はないという事を示す事になるのである．すべて理念的なものと現象とを二元的に考える
従来の顕教に対し，あらゆる現実を肯定し，文化の世俗的要素をもその法門の中に揃取せんとする
指教においては万有すべて実相であり，その点で榊も佛も軽重不同はあり得なかっ7このである．
　　（註）　これに関しては観賢や淳郎が空際の嬰を剃クた（侃言戚石山寺座主席記）とか，淳郎が空海の膝をなで
　　たという事（源平痘痕記四十）が席えられてﾉ苫る．
　以上八幡信仰との関係の外にも貫言宗と紳祗との交渉は少くない．窓海噌都傅？高野大師御廣傅
によると，窓海が高野山を開くに当り丹生明榊が自ら土地を大師に呉え7こいとの託宣あり，よって
この山に寺を建てヽゝ明紳を鎮守としすこという．この託宣は窓海の偶作で紳の土地を取らん埓の手段
であろうという･脆（栗田冤博士，「紳祗史料」十九）もある炉，草に経済的理由のみによっすこものではな
いと思われる．寛弘元年九月二十五日の太政官符（高野寺縁起所収一月苓遺文431号）に引く同七月二十
八日金剛峯寺の奏上も室海が帰朝後，機絲の土地を求めて歩く途中，高野山の領主丹生，高野組子
の両紳炉猟師の姿を取ってあらわれ「幸遇ユ聖人一途ｙ
之三宝－，-願建二立伽藍-，引二導吾等一，隨則吾等搦にﾆ護法榊-，永以護持jと言っすこという事
炉見える．窓海が弘仁十年五月金剛峯寺を建てず二時の鎮守の紳への啓白文（全集三所払拾遺憾集）と
いうのがあり，そこには鎖国安民の焉，この土地において災禰を除く篤，秘密の道場を建てる事を
述べて居る．又性霊集補囲抄（八）におさめる.F高野山建立の初の啓白の文」犀も「仰ぎ願くば諸
佛歓喜し，諸天擁護し／善榊誓願して，此の事を毘誠し包まへ．あらゆる東西南北四維上下，七里
の中の一切の悪鬼榊等は皆我が結界を出で去れ．あら叩）る一切の善榊鬼等の，利益あらん者は，意
に隨って住せよ．又願くば此の道場は，普く五類の諸天及び地水火風室の五大の諸榊;共に此の朝
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開聞已来の皇帝皇后等の尊霊，一切の天御地紙を以て檀主となす．伏して乞ふ，一切の冥霊書夜に
擁護して，此の願を助け果せ」（大Ｈ本文庫徊42頁）と記されて居る．又空海が承和九年九月に高野山
の四至啓白文をつくっ7こ中に「我居住時．頻有二明御衛誕」･（日本高即専要文抄，改訂國池大系本）とい
う言葉が見える１最澄が比辰山根本中堂建立の時っくづ7こ和歌といわれるものが新古今集（霧散）及
び梁塵秘抄におさめられて居るが，それは「阿縛多羅三貌三菩提の佛7こち我立袖に冥加あらせ給
へ」とφｂ，弘仁九年四月二十三日／左近衛大将參嗣におくっ7こ手紙にも「救．旱要方諸佛所・
説，貧道雖ｚ不才－，深憑二佛カー」（傅散大師全集五, 475頁）とあり，そこには御の加護炉全くうすこ
われて居ない．既述の如く最澄も賀春の榊に入唐の力I値を訴っ7こ事はあるが，それは佛法への擁護
と言うよりは，佛法とは関係なき,即自的な御への信仰にいぐまるものであろう．この点で室海の場
合には遥に穎著な佛法と御祇との交渉への関心が見られるのである．
　以上高野山鎮守の外にも室海が東寺に仕んで居包時，稲荷御社を以って鎮守としすこという事炉二
十二祗本泳に見える．高野山奥院興原記によると或日記にいうとして，奥の院の榊社は土佐の国，
御厨明御で，この御ば真言蛮救を喜んで風の如くっき従うという事炉見えて居る．以上ば大体信用
してよいと思う．日本高檜傅要文抄（十六）には土佐の扉戸（室生とあるヵ1ﾀﾄの箇所ヵヽら見ｔ室戸の事2）に
御厨戸明神があり，空海炉帰朝の時，この御が大師を宇護せんと告げ仁とあり，叉東大寺具書，上
（正和二句に弘法大師が河内の高貴寺を建て住吉明御を請じて鎮守とないことあるのも真言宗にお
ける榊佛習合の勢を示すものであろう．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●室海の後には紀伊続風土記（大H本史料一の九，69頃）に金剛峯寺の伸彦（天暦四年歿）が在職中，丹
生,高野の二伸に加位しすこ事炉見える.又醍醐寺の聖宝が密救相彦の土地を求めて歩いて居7二時，老
翁があらわれ，この山は古より仙人が修行する所である．われはこの土地の地主の榊（清滝権現）であ
る．此所に寺を建つれば，われこれを擁護せんと言っ7こ（尊師一期日記，続倅燈廣録一大日本刻sトの四，
86頁, 135頁）．この清滝福現については弘耀口説によると室海が帰朝の時，清滝槌現炉真言を守る篤
同じ船に乗って筑紫に到着しすこ．そして磐石となって高尾へ飛んだので，空海は高尾の御護寺で最
初の涵頂を行っ?ことある．その後聖宝によって醍剔寺が建立され（醍醐寺要ｍ，寛治三年，勝受が
清滝橿現を醍醐に勧請し7こ（弘遭口既，醗時折記事，懸詩新要略，上醍醐遷座類集一犬Ｈ本史料三の一，
692頁）．　因にこの清滝榛現は支那其言の名堀，青竜寺の鎮守の御なる沙端羅龍王の第二の娘で，新
羅明御や蔵島明榊の姉妹であるといわれている（弘堀口既）．その外，醍醐寺には聖宝の建て7ことい
う白山僅現（理源大師悪録－火Ｈ本池料一の四, 155頁）,横･尾明御あり｀（同及び醍醐寺縁起一同，一の三,886頁），
又鎌倉時代のものでば承元々年に蔵有が醍醐寺に稽米明榊を勧請し了こ事が上清滝宮遷座類集（同,四
の九, 883頁）に見えている．
　以上の如く其言宗並に南郡佛救は御佛習合に重要な関係を持ち，その発展に大きな役割を果し7こ
と考えられるが，それは脱述の様に，この両者においてT.共に見られる現世利益的信仰，特に鋲護国
家的な古代的性格と関連する所があっすこと思われる．　　　　　・
　　　　（註）
　　（註）　高言宗Z）古代的性格については機会を改めて考察す惑つもりである.
㈲　円珍以後の天台宗
　さきに述べfこ様に初期天台救国においては，その習合思想は法華経によるも.のであり，佛教本位
のもので，御と,の妥協を意味する習合思想の発展の上においては見る可きものがなかっ7こ．叡山座
芙沓?:は一実娯一度い晰に参ぜずとレ叫えられ;5（蓉訓廼iE叫彼が一時極響寺（石清水八
゜とは肌基屁建立一本文7頁參照）に住んグ時，稽荷御を廻向し7こ･といわれる（奪意眼信正彫様に佛
法を以って榊を救済し｀にという事はあっでも.，上野妙義壮は彼の勧請という傅え（上野郡分図解風土
記－大日本史料一の五, 711頁j）や筑前安槃寺’（延喜年中建立）の天満大自在天榊の中に「心」字の池を設け
了こという話（筑前州太宰府安棄寺菅丞相祠堂記一同一の五, 406頁）は後世の附会にとヽ,ぐまるであろう．相
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　庶和旬の建てだ葛川寺には鋼守池主糧現註がある炉，こμは寺の出来る前からあつ7こものといゎれ
　る(近江國琳地志略一同55頁),天台宗にぉける紳佛習合は円珍以後その系統にぉいて梢･く願著となる.
　　　(註）尽狽惚正厚の延長回年の宣命ぞ宇佐八幡託宣集（大Ｈ本史料，一の七，６32－３頁）には愁琉の門徒とあ
　　　り，尊意咀曾疋潭ぞ天台座主記にも噌仝ぞ玄照に学んだとあるが，奪意陰借正勁こは久円珍よク受丿泥したと見
　　　え，師頁相承ぞ圓城寺溶法血漑，寺緒集にも円診の門下となつて居るから円珍門下と見てもよいが，彼はむしろ
　　　過渡朋の人で，その侭初期天台敬圈の傾向を示して諾ると共に，本郊こ見られる如き扱世の円珍系統の門徒によ
　　　る種々の附兪が加つたかも知れない.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ
　　円珍は承和十三年,松尾明紳において発願し日吉欽の講経を誓い,同獣の二季の佛事（法華其他の諭
（経j）をはじめ了こ（智誼大師厚，円珍和尚淳)．彼は嘉祚三年，日吉山王明紳の夢告によｂ人唐を志し（智
　億火師厚，元亨霖書，寺他集所載円珍作三井寺縁起玄，明匠略潭，円珍和尚溶一大日本史剽一の一，58眼），又入唐
　の願を日吉壮に訴つ了ことも侍えられる（固城守文書，蔀
　上に新羅明紳あらわれて,彼の資しすこ経典を三井の地に安置するをすヽゝめ.,俑勒の出世迄ながく汝の
　敦法を守詣せんと言つ孚こ．そこで新雍明紳の祠を比旅山赤山に娃て，山王の二紳と共に寺の守4）と
　しすこといわれる（古今著間集二，智誼火師年譜，守門厚記補録一同，一の一，６14頁2）炉この事は智匝犬師悔
　,には見えない．因に園城寺傅記（同，一の五，639頁）には円仁の勧請となつて居るのはあやまりであ
　ろう．新雍明紳は既注の如く弘縫口脆や古今・著聞集一，園城寺鋳記（同，－の－・，878頁）にば裟褐誕
　竜王の娘となつて居り，又園城寺鋳胆の他の箇所や寺門傅肥袖録（同882頁）に偉素適鳴球と口巳さ
　れて居るが，元来支那山東省に祀つてあつ7こ素性不明の紳であるとの脆もある（辻氏前掲著839頁忿
　照)．この紳は天緑二年五肌腺慶の奏上によつて正四位を授けられすこ（信鋼稲任抄出)．円珍は潜岐
　に遠津と新羅の二紳壮を建て（圓咳寺屏記一大Ｈ本良料一の一，885頁)，刄三尾明紳を復興し十八明紳の
　廟や稲荷明紳及び山壬の新祠を建立し，五所明紳（小比叡，館胤・三上，兵主，比良）を勧請しす二とも傅
　えられる（守門原記積録一同790－２頁)．又寛平二年の頃，大比叙，小比胆の紳あらわれ，最澄がさ
　きに書寫しむ一切経の校合を円珍に求め7こという（扶桑略記，冤乎二，十二，二十六条所引冤平御記)．以
　上は後の附会もあるとしても円珍又はその系統にぉける傾向を示すものであろう．腺芳編年雑集に‘
　．おさめる円珍泣賊（穴Ｈ本史料一の一，841頁）と称するものに「予之T所持法門，自他法界天王天衆，榜
　ェ本官一皆降衛詣，桑叉竜紳亦復女rし是－，予以工此法[‘‰付二弧山王新雍明紳一矣，三尾明紳等,
　惧可工守護」とあり，それに続いて「予之法門，付工硝国王大臣於此法門－，王臣若忽緒，此寺破
　．壌，涵頂断絶，寺破法談，国土衰弊，王法滅少，王臣若於ｚ予佛法－，横行憲法，天紳檜離，地紳
　忿怒，然則自招二災挾－，自滅工王法－，自亡二門族，自弊工国土－ｊとあるのは円珍又はそ
　の系統にぉける紳祗思想及び律今国家的理念の潰厚であつ忙事をあらわすものであろう．新古今集
　・におさめる円珍作と称する「法の舟さして行く身ぞもろもろのかみも佛もわれをみそなへ」とい
　う和歌はさきの毀澄の和歌と共に後人の作つ7こものであるとしても，山門，寺門両敦風の相這を示
／
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として祭られる事になっ7このである．円珍は更に続いて「夫毘直遮那経者,八萬法蔵之肝心,陀羅尼
激之梁棟也「中匍，又頂輪王経者，真言之枢機，法城之門戸也，所以祗師積．年耽習甚4恥呪験-」
と述べて,最澄が桓武天皇不予の時に所祷の功績のあっ7こ事をいら「山家開泰莫,.不．頼二此功一，
是以東西弟子，至．今勘修」として自分の所祷の功も，地主の神の霊威の外に密教の法験によるも
のである事を強調している．上の上表に見られる如く円珍の習合思想においては，密教の影響炉重
大であり，そこには神威と密教の法験とが同じ様にう7こわれている．天台宗の密教化も最初は其言
宗の影響によ岑所が大であり，それには又「円珍奉．詔入唐，得．傅二真言天台両敦文-」（三代
実録，貞観八，五，二十九条所引円珍奏言）と言っている様に円珍の力が大きかっ7二．寺門系統はその後
も真言と友好関係にあり，その所祷的佛敦としての度合も山門よりも濃好なものｶ哺っすこ様である
（前掲拙稿參照）が，この事は又園城寺における神佛習合に影響しｔﾆと思われる．
　円珍以後その系統では禰林寺附正傅（日本高后摩要文抄）によると宗胆は限山を去って義演に法相
を学び，その後叡山に帰って菩薩戒を受け7こ炉，限山の主神が或人のロを借りて汝の佛法を守護せ
んと言っ7こと傅える．，入唐記にも或記録に云うとして義其の弟子宗叡（円勤こも受法するー智誼大師傅）
は山王の告げによって束寺に移っ7ことある．彼は最後は仰林寺（公言宗一三代実録，貞観五，九，六j）に
終っ7こ（名匠略厚）．又園城寺長吏心誉の門弟行円は常に山王明榊と対談し（元亨豚舎），又園城寺長
吏増誉は到
記して，安元三年の頃高野山の明遍僧都は三井の公顕の盛名を聞いて弟子の弁阿を彼の所へ遣レこ
が，弁阿往いて見るに公順は毎朝幣白を捧げて帳に向って祀奔して居る．数日後そのわけを聞くと
公頴答えて榊明の擁護を離れては生死輪廻を終り難い．故にこの一間の帳に日本国中の神紙，三千
余座を勧請して居るのである．その故は「天榊国を開き，他紙跡を垂る．有罪を利し無罪を導く．
（中略）佛より出でヽゝ佛よｂ貴きは，吾国の榊冥なり」と言い更に「神化して佛となる．佛の本地は
榊なｂ」と教え7こという．若しこの話が確かとすれば紳本佛注睨は三井寺にその放恣を持つといっ
てよいであろうし（辻氏前掲著480－1頁），この事も円珍系統の榊紙を重んする傾向の一端を示すもの
である．園城寺の別院大雲寺（円融天皇の御影の釧守は石座明神の外に,新羅,八幡,賀茂，松尾，山
王，春日,住吉の七明榊を加えて八所明神と言ったという（大霊寺縁起,胚砕･記－火Ｈ本.史料二の三,46頁j）.
　園城寺と宇佐八幡との関係について見るに，寺門高餅記（四:）に「或云」として康和年中「1098―1102」
園城寺衆徒が八幡宮を勧請して隆明逍却の立願をし北事が見える外，既述の如く康和元年受猷は宇
佐に派遣され（本聊世紀），禎範も永保元年，宇佐の禰勒寺の講師となって居る（扶桑略記）．園城寺の
八幡宮にっいては源頼義の創立にヵへると傅えるものが二つある．宇佐八幡と若宮八幡炉それで，
前者は滋賀郡錦織村字宇佐山にあり，永承の頃，頼義がこの土地に館を設け7こ縁によって奥州から
凱旋の後，園城寺の偕行観とはかつて建て7二所で治層元年C1065)宇佐より勧請し7こといハ又若宮
八幡は康平六年(1063)頼義がその子快誉とはかつて建て北と傅える（開城寺雌記「新羅源氏」及び「宇
佐影向」，寺門厚記稲録「新羅源氏」及び「肘正行観」）．而してそれ等とさきの康和年間，衆徒の勧請しすこ
と称する八幡との関係は不明である．源氏と八幡との関係にっいては，寺門傅記補録や園城寺傅記
の外，寺徳集（上）や寺門高肘記（十）及び吾妻鏡（延保二，五，七）等にも傅えられ，又その問題に
関しては宮地直一氏（史学認誌，二十の二，四，八，九「清和源氏と八幡宮との関係」）や中村直勝氏（「圃城
寺の研究」所収「図城寺と源氏」）の研究があり，その関係は認めなければならないとしても，園城寺に
おける八幡信仰は源氏との関係だけによるものではないと思われる．
　次に石清水との関係について見る池真言宗以外に，円珍系で雅意の弟子義海は天慶三年，石清
水の嶮校となり（天台座主記，石清水祠官系図一大日本艮料－９七, 595頁，一の八, 655頁），石清水別当光
誉（長徨元年歿）も腰海の弟子である（郡家初例抄上,右清水祠官系図一同，二の二, 321Jl).石清水別当頼
清（康和三卑頒）は天台宗とあるが（八幡宮祠官俗官井所司系図づ吻本史料三の五, 882M)どの系続か不
紳佛習合より見ずこる上代佛殺の宗派的性格（伊野部） 15
明である．因にこめ頼清が寛治元年別当ｋ袖せられ?二時･，石清水の紳人等炉その補任を停止されん
事を訴え7こという（ﾌﾞ焉み卿記，寛治元，八，二十九，三十）．園城寺の阻観も嘉承元年,八幡宮の八講をつ
とめて居る（中右記，嘉承元，二，十七）．下って建保四年，石清水別当宗清は，彼の師，道清の寫しfこ
一切経を石清水から園城寺に移さん事を所願して居るが，それは園城寺が道清出身の地であるから
であった（石清水八幡宮記録二十一，建保四年告文－大Ｈ本良料四０十四, 219頁）．
　円仁系統では石清水との関係は天暦四年，藤.原師輔が憲平親王の御息災を所っすこ時，春迢が石清
水八幡宮使となって居るのと，石清水の光清婉
あげ得るのみである．春逞の場合は勅命ではなく藤原氏の意志によるもので，叉此当時は円仁系と
円珍系炉まだ明確に分離対立して居ない時代である．さきの石清水紳人に排斥された頼清も天台と
あるのは或は円仁系ではないかと思われる．石清水と叡山とは政治的にも往々対立の状態にあっ紀
炉，それについて見る前に先づ思想的に円仁系の紳佛習合に対する立場を眺める事忙する．
　さきに述べ仁如く園城寺における榊佛習合ならびに八幡信仰炉相当顕著に見られすこ事は，その南
都法相や笑言宗との政治的接近の外に信仰の上からも現世利益的な密教や修験道の隆盛ならびに鎮
護国家的な律令的理念（前掲拙稿參照）によるものと思われる．これに対し天台宗の正続を傅える山
門系統においては，その鋲護国家性はしばらく措くとしても，その反南都的立場において誕加れる
　　　　　　　　　　　　（註一j）
法筆一乗思想は萬有の現実的有相の絶対的否定を媒介とするものである点において反古代的であ
り，し仁がって紳祇思想に対してもそれとの交渉を積極にすヽゝめ得ない立場に立7こざるを得なかっ
こ　石清水別当宗清の作である宮寺縁眼抄（十四）に「天台□□数万人明匠，同佛陀真二榊道一
存こ差別之義一，（中略）愚迷之恥及．之者，有．恐有／原者哉」（石清水古文書五一大日本古文書149良）
と論ぜられて居る様な天台宗における紳道疏外の立場も亦，こゝから来て居るものと思われる．長
寛元年五月の興幅寺鮒綱等の奏上（興循寺滋書二）に「延暦寺山王院縁起云」として「最澄傅二天台
之教-，求二守護之紳－，T如し参ｚ淑長足宮－゜（宇佐八幡－筆者），大菩薩告日，我不パｈ五輪（密
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
歌でいう地水火風空識の大大の意味で恐らく台密東密の如き北嶺佛歌を指すであろう）之法-，我只護二五分（小乗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
畝の五部でこゝでは軍部法相を指すか）之教一云々，澄泣叉昇二金峰-，百日所詰，于い時合竜戸有．響
日，今存二金峯山一，雄こ笑慈氏敬一，（中略）天台実戦者，八幡口釘こ勧請一乎,法椎篤二極宗一者，
蔵王何表二源誓一乎，況亦天兄屋根命，篤,.致二潜衛於慈氏之遺法－，黍．垂二聖跡於御笠之山一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ﾌﾏ）
以還［コ聖主携護持，而平二秋津州之風-，藤氏群族想二加被一而帰二春日之煙霞-，今ｍニ明榊
加護之大乗-，寧．非．嘲二朝家帰依之憲法－，凡山門侶，不．屑パ爾勒之故訓二，而称=z方便
之教-，這二背慈氏之政-」（大日本佛敬全音本2）と言って居るのは福勒の教えを傅える法相宗の鋲護
国家的奉仕と藤氏の氏族?a万万r，並にそれに対する明榊の加護に対し，それを非議する山門に対し
ては紳･々の加護がなかっ七事を述べすこものである．
　　（註一）最澄，空海は共に國家主義的立揚をとって居るが，最澄のそれは特旅的な南都佛故に対するづ
　　思想から生れて来たもので，一種の庶民性を媒介とした國家佛畝で，饌護國家的新約よウは寧ろ実践的歌化的色
　　彩が強かクた．従ってその初期におヽいては天台の発展は同じく反南都的な廷暦政府の政治を通して促進された
　　が，その國家主義は既温の如く庶民放化を媒介とするもので，それは律令國家訓弗歌統制に反対する行基的佛歌
　　の延長であり，反律令的要素（ぞれは最初は意識されて居なかクたとしても）を内在せしめて居凱統本朝往生
　｀　偉の叡実や法華験記の９朝（出自ホ明であるが持経者とあるから恐らく叡山佛歌の出jlではないかと思われる2）
　　の扨な聊命による所祷を拒んだ例もある．そしてやがて律令國家の崩収，貴族政治の出現と共に藤原氏の外護を
　　得て新祷的な聡言宗を圧倒するに到つたのである．
　　ｽﾞ註二）興砲寺に対する藤原氏の氏寺的帰㈲こついては膳和の宗論に天台の覚炭が悉有成佛を論じで法相側で言･
　　葉がなかクた吽，藤原在衡が天皇の御下問に答えて巧に反駁して時の人が感弔ヽしたと.か,（続古事談，垢返抄一大
　　日本史料一の十一, 282―6頁），叉法蔵が覚度を収破し，良源反駁して法蔵を駄せしめたI*, ('I'算代クて良源を
　　駁した．藤原氏の公卿等は法相の誘と考えて慢心jしたとい5 ciwm抄j）事等は藤原氏と氏寺である興妬寺との結
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　　びつきの一端を示して居る．しかしこの関係は下級儒･族をも含め七藤原氏の古代的大家族的なおり方によるもＯ
　　であクて，藤原氏の中の有力者は次靭こヵべる同族的脱念を放れ，自家のみの繁栄をはかる椴になった．既述の
　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　１●様に基屁か極楽寺を建てゝから天台への接近は忠子の法性寺（貞信公記，延長二，二，十，Ｈ本紀略，延長三，
　　五，十八，九暦，天暦二，四，二十三），藤原高子の元慶寺（三代実録，元変元，十二，九）と東光寺（扶桑略
　　記，三代将，延喜五，九，二十一J），師輔０榜盈三昧院（慈巫大信正直，山門堂舎記，天慶八年），液家の法興院
　　　（栄華物翫「さまざまのよろこび」正暦元年2〉，恵心院（三院記，山門堂舎記,¨永観元年）及び法興院内積善寺
　　　（百錬抄，日本記略，正暦元，五，十，百錬抄，長和元，閏十，三），這長の法高寺（栄華物語，法高寺金堂供
　　養記，寛仁四年，扶桑略記，治安二，七，十四）と浄妙寺（日本紀略，／jヽ右記，瓦弘二，十，十九）･，頼通の子
　　等院（扶桑略記，永承七，三，二十八），藤原詮子の解脱寺（扶桑略記，長保四，七，十七），同篤子の謐菩提院
　　　（百錬抄，大治四，三，十九），同彰子の東北院（日本紀略，長元三，八，二十－）と金剛院（中右記，長承元，
　　三，十四）等となクてあらわれて居る．久中右記，天永二年二月二十五日の条には極楽寺と妙高院（天台の妙香
　　院であろう）を藤原氏の氏寺と記し，叉藤原援前の普光寺（法相）も後には天台を学ぶ様になった（峯相記，続
　　群書類従*.231頁）．具言では良房の貞観寺（三代実録，貞観十四，七，十九），藤原淑子の円戊寺（日本紀略，
　　双子元，三，二十九），同彰子の観音院（同，治安二，十，十三），同順子の安詳寺（交徳実録，斉衡二，六，
　　■ ^同胤子の勧修寺（勧修寺旧記，扶桑略記，三代格，延喜五，九，二十一）等がある．以上は宗恢の明らか
　　なものに
　　分裂を示すものである．かくして平安末期には藤原氏の公卿の中には興萄寺の利盆を頴みない肴あらわれその法
　　相に対する帰依も衰えた（その事例は紙面の関係で省略する）.
　さて，以上の如き延暦寺の榊佛習合との思想的関係に平行するものとして石清水’との政治的対立
垣ある．長治二年八月二十九日，叡山の衆徒及び日i吉の御人炉，太宰の権帥,’藤原季仲を訴えて
居り，同十月三十日には衆徒が季仲及び石清水別当光清等を流罪に処せん事を強訴しで居る（中右
記，直暦，百錬抄）．中右記によると事の起りは慶朝畑天台座主であっ北時，八幡宮の別当光清を鋲
西の大山（叡山の末寺）の別当とし了こ事にはじまり，慶朝はその埓,叡山の大衆と衝突して追われすこ．．
その後で叡山悪冊の頭，法薬という者が山の政治ぞ行って強引に大山寺の別当となり，叡山の下部
と日吉の鮒侶等を鎮西に遣しで恣に事を執り行ったので，光溝は曝帥季仲と力を合わして宣旨を以
って法薬の従類等をとらえしめんとし,大山にある日吉の榊人を殺害し7こ（この事は殿暦，百錬抄の長治
四年六月二日（五日）の条にも見える）．然るに遊門山は大山の中にあっ7こから流矢炉危門山の榊奏に当る．
惣門山は延喜年中の八幡の託宜によれば，これは我が銕母であるという．しか.も元来八幡の別宮で
ある可き惣門山が焼かれ7こり，その御典に矢が当るならば石清永力ヽら訴え炉ある可きなのに，延暦
寺から訴え炉あるというのはおかしいと中右記の著者はもらして居り，惣門山炉八幡の末吐である
加否カベ議論となっ7こ事が見えて居る（氾門山の事は剥こ温べるλ康和二年九月十九日の東大寺解状
（朝野群叙十六）に光清を太宰府，観世音寺の登壇戒師に補せられん事を請うて居る事から見ても，
光清は南都系統の人と思われる．下って建保六年九月十六日に，それより先，石清水領の留守職，
行遍が延暦寺末寺大山寺の榊人を殺し7こので延暦寺の衆徒が石清水別当宗清を賜わり，石清水領博
多津及び末祗筥崎宮を延暦寺領となさん事を請うて居る（百錬抄，建保六，九，二十一,天台座主記「承円」
条，仁和寺Ｈ次記－大Ｈ本犯料四の十四, 752g,石清水八幡宮記録二十生「造営事」条一同762頁）．而して石清
水八幡宮記録九所収，元仁二年の告文（同763M)によると，純清という噌侶が事を延暦寺に寄せて
筥崎宮を押領せんとし了こ諜事によるものであると見えて居る．純清は石清水荘園末寺の鮒であっ?こ
ものが本寺力弓離睨せんとし仁もので，延暦寺がこれに援けを具えずこものと思われる．因にさきの
惣門山についてヽ,ごある垣，承平七年十埓四日の太宰府牒（石清水文書二, 481号）によると太宰府は干
部寺の冊粂純をして筥崎榊宮寺に多宝塔を建てしめる事が見えて居るが，この牒状に引かれ7こ登仙･
の中状によると，弘仁八年の最澄の遺記と称するものに･,彼の生前中，その書寫し7こ法華経を叡山東
西両塔と上野，下野の塔各一基及び筑前惣門山と宇佐の俑勒寺の塔を建てゝそことに安置せん事を
　　　　　　　　　　榊佛習合より見了こる上代佛敦の宗派的性格（伊野部で）　　　　　　　17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　___＿
志しすことあり‘，その中，禰勒寺を除く五箇所は最澄の在世中及び死後にっくられすこ（その中咀門山の
塔は沙個逍覚という者ヵ確俗のＨ，承平三年泣立した）炉弼勒寺のみは寫経牛ばで寛平年中焼失し7こので，
末葉の弟子無禰が発願して筥崎官において寫経し一基の塔を建て，その中に安置せん事を太宰府に一
願出て許されて居る．’しかるに叡山大師傅には六塔の中，叡山の東西両塔と上野下野塔各一基，及
び美濃高野山寺の冊賢栄の建立し?こ多宝塔（この塔を叡山の東塔というという大箭i像の記駒こは矛盾がある）
の事はあるが惣門山と弼勒寺の事は見えず，唯西国に塔一基造立を志リことあるのみである．以
上によると垣門山はもと石清水の末社であっ7こが，その後叡山の勢力にこ｀ゝに及んでその末寺と
なっ7このであり，又禰勒寺造塔の事も，それが鎚西の大寺であt），かつて最澄がこの寺で講経し7こ
事実（叡山大師前にちなんで惣門山の事と共に最澄との関係がねっ造され7このであろうと思われ
る．又禰勒寺寫経の代りに筥崎宮があてられすこのも,｀叡山の勢力が石清水の支配下にあっすこ千部寺
に及び，その鮒無銘が叙山と結んで本寺よりの離脱をはかると共に，筥崎宮領に望をかけて居7この
ではないかと考えられる．さればこそ建保一元仁の頃銘清（希時の官であろうと思われる）が延暦寺
と結んで筥崎官や博多津を押領せんとする動きもあらわれて来7このであろう．
　次に寛弘元年三月二十四日，宇佐八幡の神人が陽明門に集まって宇佐の宝殿を封じ7こ樫帥，平作
仲を訴え7こ事件がある（Ｈ本紀略，百錬抄，御堂関白記）．よって六月八Eト．作仲の事務を停止され（同）
十二月，作仲をやめて藤原高遠を大弐に任じ7こ（Ｈ本紀略，御堂関白記，指記，十二月二十八日条）,宮事採
事抄（石清水文書五て一大F1本古文書627―8頁）にも惟仲が非例の紳事を行い物怪絶えすと見え，又そ
の前，長保五年五月にも宇佐八幡の釣人が惟仲の苛酷を訴えて居る（百錬抄）．作仲は寛弘二年,｀延
暦寺法華堂.に土地を旅人し（延暦寺堂舎僣房記一大日本史料二の五, 373頁），又その病気の加持を延暦寺の
寂照（源信の弟子）に依頼し仁事があ芯（小犬君集-一同372M)-彼は又天台に帰依の厚加っ7こ東三条院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註べ）
　（采家の女，隆子2）の寵遇炉あった様である．唯仲と宇佐八幡の対立にも思想的要因があっfこのでは
　　　　　　　　（註二）
ない加と思われる；．
　　（註－）長保二年，院源が東三条院で法華経を躊じて居り（御堂関白記，指記，長保二，正，三十）院の出家の
　　’戒師は同じく叡山の覚温であつだ（怖記，長保三，同十二，十六）．敲久が権律師となクたのも東三条院の推挙
　　によるものである（同，長徳元，十，七）．長保五年には天台の法興院で東三条院の爾の供養を行クて居る（同
　　畏保五，十二,十七）．開城寺系統となった解脱寺も院の迢立である（扶桑略記，良保四，七,･十七）．院は田々
　　石清水や長谷寺に詣でゝ･居るが，それは当時一般の物見迦山的のものと思われ，その信仰は矢張ウ天台にあつた
　　，であろう.
　　（註二）　東三条院は厄々轍沖の家に移られてﾉ茜る（指記，長保ニ，七，寸こ，日本紀略，指記，長保二l，十二，
　　十五）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　．語　　　　　　　　．，　　　　　ト
　以上の如く政治的にも延暦寺と八幡との関係は対立的であり，又思想的にもその榊祗との関係は
消極的であっ7こ．而して力らる政治的,思想的問題の背後には吐会経済的原因がめつ7こ事は当然考
えられなければならない所である．そればいう迄もなく南都北嶺の諸寺院のよって立つ荘園的関係
に求められなければならない．当時国司と寺院荘園との対立，前者による寺領の押領収公炉次第に
起づて居り，その際地方言は往･々土民ヤ味方としてそれを行って居る．土民というのは荘園の下部
勢力であり，又寺院の中でも本寺と末寺との対立炉起って居る（良潮四十八，舟崎正孝氏論文82頁參照）．
而して平安佛敦でも東大寺や頃寺等は，封戸制にその牛ば以上の収入源を置jくと共に，荘園におい
ても早ぐ力司国家の寄進に力へるもの多く♪それ等の経営も賦役に重きを沓く所の前期的荘園の形
態をとっ7このに対し，延暦寺は最澄の遺誠により最初は托鉢主義をとっ7こ篤に荘園的発展はその他
の諸宗に遅れ,従ってその後の発展は律令国家の衰願期に当り;藤原氏をはじめとする私人の寄進や
地方民の開発によって行われ7こ埓，その荘園経営は寧ろ在地の勢力を利用して居り，同時に他派の
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寺院の荘園末寺に対しても盛んに喰込みを行って居るのである（これ等の問題にっいては他の機会
に考察する）し丿寛弘元年九月五日，金剛峯寺の申請により，紀伊の国をして寺領.（阿百川庇）と前
中納言平惟仲の荘園石垣庄との土地を注進せしめ，その境界を明らかにすると共に，寺地の.牧公
と臨時雑役を冤除している..そ,の免除の官符（高野山緑起所収，官符一大日本肥料二の五, 125頁）の
中に石垣庄の荘司等の押防Jと･国司の暴悪が見えて居る．而して後の建長八年六月．高野山住冊等の
解（高野山文書八一同j28鍵）二その他によると，正暦年中阿氏川庄の住人峰融丿峰原等の謀略を以っ
　　　　　　　　　　　　 c註）
て側の右荘庄の領家;･中納言平惟仲がその荘を押領し，ぞれを私に建立せる寂衆寺に寄進しすこ事が
見えている．この峰融という’のは阿氏川庄の住人であl），恐らくこの荘にある寂架寺の冊で;きき･
の石清水領の住人祚清と同じ類であっすころう思とわれる．而して力う息荘園の下部勢力が地方官或
は後進の延暦寺と結托して薔寺領荘園押領を企て7こものと考える．阿氏川庄は嘉元三年五月の高野
山衆徒の解状（高野山文書五, 1139号）や紀伊統風土記（大目本史ﾑ料一の九i 67頁）及び年月不明，金剛峯
寺衆徒愁状案（高野山文書五, 1913号）等によると弘仁七年の官符によって四至を定め，天暦四年仲膨
の開く所とあるから,先づ囲い込んで後から寺が開拓し7こものであろうﾌﾟ.而してかの寂察寺は法勝寺
の末寺であっ7こ（年未詳「法印某訓犬」一高野山文讐一, 430号」）..建長七年十二月二十二日の河上村納銭
請収状（高野山文書五，953句というものによると，阿氏川庄河上村から法勝寺に年貢をおさめて居すこ
事炉見える加ら；こ･の庄は寂衆寺の土地であると共に法勝寺の支配下にあっ7こと思わ･れる．,即ち中
納言惟仲ば本寺高野山の統制に反抗する荘民の力を背景に寂衆寺を建てすこのが，その後法勝寺の末
寺となっ7こものであろう．,（法吟寺は院の町立であるが矢綴!）天台系の色彩の濃い寺である･）
　・（註）年月不詳，金剛峯寺衆徒愁状案（高野山文書八,. 1913号）　　　　　　　　　　　　　‥
　　　　　天嘔元年，北白川院令旨案（同1910§)
　，　　寛元三年五月，高野山衆徒鯛犬案（文書五, 1139号）
　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・●　　　　　　　●　年月不詳，阿尽川庄雑掌中状案（向1150号j）　　　　　　　　　　　　　／
　　この外錯倉時代では正庖年間金剛峯寺領，紀州荒川庄の住人馬時法師（法心ｙば，自ら山門の末
寺高野寺の冊と称し，（正座五，二，法心中状一高野山文書七, 1575号j）荒川庄にて狼籍を致す（年不詳，高
｀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註－）　　　　　●／
野山年預書状案一同1536号）．而して高野寺の方では法心はもとからの高野寺の住僣ではなく彼の濫行
は高野寺の関知する所でないという（年不詳，高野寺信服誼状案一同1579号，正座五,二,高野山衆徒訴状案一
　　　　゛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　　　●　　●．同1580号）．この庄には高野山の他の所領（太田庄，柄眉庇）等と共に録倉時代にば鋼守の八幡炉あり
（正服三，八，八，荒川源八義賢起蒲文一文書一,360号,正座三，八,十一,沙側法心起請文一文言五,957号）こゝにも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註ニ）
山門（高野寺J）と八幡との対立がめつ7このではないがと思われる．
　　（註－）．荒川庄の問題については紙数の関係で詳論出来ないので,本文43八げたものゝ外,高野山文書― .348号，
　　500号，文書三, 383号，文書七, 1543号, 1545号, 1565-#,文回八, 1797, 1798り等を＆照され良い.
　　（註ニタ　大日本古文轡にはこの沙個法心起諦文の頭註に阿百川庄銀守八幡と.あるが，これは荒川庇の誤記ではな
　　　いかと思う．
　天台宗の経済的発展は既述の如く東大寺や東寺に比して在地の勢力と結ぶ所の新形式をとって居
り，力らる土地経営における反古代的性格炉紳佛習合等において見られる天台敦團の反古代性’とｲ何
等かの歴史的関連を持つものでばないかと思われる,．而して力らる思想と経済との両方面にね7こ
る反古代性の相関刈系の究明は思うに，同じく地方荘園に勧請せられ7こ八幡針の性格のそれ（石母
●　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　●　　　　’彫E氏はこの問咀について極めて示肇的な解霖をほどこされだ〉によって得られるのであるが，本稿において
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註）
は一先づ，思想的並に政治的関係より見ず二る平安時代の榊佛習合の宗派的傾向を叙し7このである･．
諸賢の御敦正を待つ.
　　（註）「中世的世界の形戊」206―214n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和30年５月４日受理）
